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3.2  福祉用具専門相談員指定講習 確認のポイント 

福祉用具専門相談員指定講習のカリキュラム、指導要領に記載されている確認ポイントです。福祉用

具専門相談員としての基礎知識の確認等に活用してください。 

 

 科目名 確認ポイント（理解できたら✔） メモ 

制
度
等
に
つ
い
て
学
ぶ 

１．福祉用具と福祉用具専門相談員の役割 

１．１ 福祉用具

の役割 

□ 超高齢社会において、住環境整備、中でも福祉用具の役

割は極めて重要であることを（将来的な視点も含めて）理

解できている。 

□ 福祉用具は高齢者のみが使うものではないこと（障害者

も対象であること）を理解できている。 

□ 高齢者や障害者の生活を支える福祉用具には、介護保

険制度及び障害者総合支援法の対象となっていないも

のも多くあることを理解できている。 

□ 自立支援（自分でできなかったことを自分でできること）

の重要性を理解できている。 

□ 福祉用具は道具であり、リスクが隣り合わせであること（リ

スクを軽減するためには福祉用具専門相談員の役割が重

要なこと）を理解できている。 

 

１．２ 福祉用

具専門相談員

の役割と職業

倫理 

□ 福祉用具専門相談員の業務内容を、運営基準の福祉用

具貸与・特定福祉用具販売の具体的取り扱い基準を中

心に列挙できる。 

□ 福祉用具専門相談員としての職業倫理について、法令順

守、守秘義務、説明責任、利用者本位など、一つ一つの

内容と実際の介護現場で留意すべき点を列挙できる。 

 

２．介護保険制度等に関する基礎知識 

２．１ 介護保

険制度等の考

え方と仕組み 

□ 介護保険制度の理念、認定の流れやサービスの種類・内

容を説明できる。 

□ 介護保険制度以外の高齢者・障害者関連施策を知って

いる。 

□ 地域包括ケアシステムについて理念・構成要素を説明で

きる。 

□ 地域ケア会議の機能を理解できている。 

□ 地域包括ケアを担う各専門職の役割・責務を理解できて

いる。 

 

２．２ 介護

サービスにお

ける視点 

□ 人権や尊厳を保持した関わりの重要性については、どの

ような点に配慮すべきかについて、「例えば○○といった

関わり方」のように具体的にイメージし、説明できる。 
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 科目名 確認ポイント（理解できたら✔） メモ 

□ ケアマネジメントの意義・目的、考え方を理解できてい

る。 

□ 介護予防・多職種連携の重要性を理解できている。 

□ 居宅サービス計画と福祉用具貸与計画等の関係性につ

いて説明できる。 

□ ICF の考え方を概ね理解できている。 

対
象
者
の
特
性
等
に
つ
い
て
学
ぶ 

3． 高齢者と介護・医療に関する基礎知 

3．１ からだと

こころの理解 

□ 加齢に伴う心身機能の変化（フレイルなど）を説明でき

る。 

□ 高齢者の特性や特定疾病の影響が、日常生活において

どのように支障を来しているのか理解できている。 

□ 認知症の症状を説明できる。 

□ 認知症の BPSD についてその原因や対応の例を概説で

きる。 

□ 認知症の人に対する望ましい接し方や関わり方を概説で

きる。 

□ 感染症について感染源や感染経路を概説できる。 

□ 感染予防の標準予防策（スタンダードプリコーション）を

概説できる。 

 

3．2 リハビリ

テーション 

□ リハビリテーションの考え方をイメージでき、包括的且つ

総合的な視点で人を捉えていることを理解できている。 

□ リハビリテーションに関わる専門職を列挙でき、それぞれ

の役割を理解できている。 

□ リハビリテーションと福祉用具との関連性を理解できて

いる。 

 

3．3 高齢者

の日常生活の

理解 

□ 生活の概念、基本構造を理解できている。 

□ 日常生活の個別性に関連している要素を理解できてい

る。 

□ 基本的動作の種類について説明できる。 

□ ADL、手段的 ADL について、その種類と内容を説明で

きる。 

□ 自宅や地域での日常生活を通じた介護予防の視点を理

解できている。 

 

3．4 介護技

術 

□ 介護を要する利用者の状態像を理解できている。 

□ 日常生活動作ごとの意義や目的を理解できている。 

□ 日常生活動作に関連する介護技術を理解できている。 
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 科目名 確認ポイント（理解できたら✔） メモ 

□ 目的に合わせた介護技術の提供に用いる福祉用具の役

割を列挙できる。 

3．5 住環境と

住宅改修 

□ 日本家屋の特徴や高齢者の住まいについての課題を理

解できている。 

□ 生活場面ごとの整備のポイントを理解できている。 

□ 介護保険制度での住宅改修を理解できている。 

□ 住まいの課題を解決することで、自立支援や介護負担軽

減につながっていることを理解できている。 

 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
必
要
な
具
体
的
な
知
識
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ 

4．個別の福祉用具に関する知識・技術 

4．１ 福祉用具

の特徴 

□ 福祉用具の機能及び構造における注意事項を説明でき

る。 

《特殊寝台、特殊寝台付属品の例》 

□ 特殊寝台の役割が理解できている 

□ 特殊寝台の導入で気を付けるべき視点（寝かせきりにし

てしまうことなど）を理解できる 

□ モーターの数とベッドの機能の基本的理解と使用の特徴

を理解できる 

□ 特殊寝台付属品の知識の目的、機能と使用の特徴を理

解できる 

 

4．2 福祉用

具の活用 

□ 福祉用具の選定・提案の視点を概説説明できる。 

《特殊寝台、特殊寝台付属品の例》 

□ 特殊寝台と大転子との関係を理解できている。 

□ 背上時のポイント（膝上げから背上げ、背抜きなど）につ

いて理解できる。 

□ 起き上がり動作の手順・留意事項を理解できる。 

□ マットレスの硬さの違いと選定にあたっての留意事項を

理解できる。 

□ 身体拘束の視点（サイドレールやベッドの配置など）を理

解できる。 

□ 特殊寝台の事故事例（はさみ込みなど）を理解できる。 
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